
第 5 章 健全な水循環の維持又は回復に関する目標 

73 

第5章  健全な水循環の維持又は回復に関する目標  

第1節  健全な水循環の維持又は回復のための目標  

太田川圏域における健全な水循環の維持又は回復に向けた施策を効果的に推進し、理

念や姿を達成するために、水質、水量、災害・治水、自然環境、暮らしの５つの分類ごとに目

標を定める。  

 

（１）  水質に関する目標  

 

（２）  水量に関する目標  

暮らしや産業に使用する水を安定的に供給する 

 

（３）  災害・治水に関する目標  

被害軽減のため、流域治水による取組を 

あらゆる関係者が連携して推進する 

 

（４）  自然環境に関する目標  

森・里・川・海の豊かな生育・生息環境を保全、回復する 

 

（５）  暮らしに関する目標  

水環境と暮らし・産業・自然のつながりを圏域全体で認識し、活動する 

 

  

清らかな流れを保つため、良好な水質の維持、改善を図る 
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第2節  将来目指すべき健全な水循環の姿と目標の関係  

太田川圏域では５つの目標を達成することで、健全な水循環の姿を目指し、理念の実現に

向かう（図  5.1）。  

将来目指すべき健全な水循環の姿は、それぞれ複数の目標と関連があることから、施策の

効果的な実施に当たっては、全体を見通して取り組むことが必要である。  

 

図  5.1 将来目指すべき健全な水循環の姿と目標の関係  
 

地理院タイル「全国最新写真（シームレス）」を加工して作成  
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第6章  目標を達成するために実施する施策  

前章で設定した５つの「健全な水循環の維持又は回復に関する目標」を達成するため、

「流域総合水管理」の考え方に基づき、流域治水・水利用・流域環境の間に生じる相乗効果

や利益相反の関係に留意し、施策間の相互調整を図りながら、以下に掲げる 24 施策を実施

する。５年後の中間評価において、施策間の相乗効果が得られているか、相互調整が適切に

図られているかを確認し、再度必要な対応を検討する。 

第1節  水質の目標に対する施策  

水質の目標である「清らかな流れを保つため、良好な水質の維持、改善を図る」に向け、公

共用水域の水質維持、地下水塩水化の状況監視、太田川ダムの濁水放流の長期化に対す

る対策及び河川や用水路等の泥等の状況把握及び増加原因究明が必要であるといった課

題に対し、以下に示す施策を実施する。 

 

No. 施策  施策実施に関連する計画  

１  
流域別下水道整備総合計画等に基づく汚濁負荷削

減対策の実施  

天竜川左岸流域別下水道整備  

総合計画                   等  

本施策については、天竜川左岸流域別下水道整備総合計画等に基づきこれまで取り組ま

れてきた。今後も引続き水質改善を図るための施策や活動を実施していく。  

 

No. 施策  施策実施に関連する計画  

２  
中遠地域地下水利用対策協議会による地下水障害

の監視  
－  

本施策については、中遠地域地下水利用対策協議会がこれまで取り組んできた。地下水

塩水化は、一部の地点で解消されておらず、引続き観測体制を継続していく。  

 

No. 施策  施策実施に関連する計画  

３  
太田川ダム濁水対策検討会による濁水対策の検討

及び対策の実施  
－  

本施策については、太田川ダム濁水対策検討会を開催し、対策に取り組んできた。これま

でに濁度低減の一定の効果が得られているものの、地元からは、抜本的な濁水対策を求め

る声も上がっていることから、今後も引続き濁水対策の検討及び対策の実施を継続していく。

なお、施策 11「土砂災害防止施設の整備の推進」、施策 12「山腹崩落地、荒廃渓流等の荒

廃山地における治山事業の推進」、施策 18「森の力再生事業による、荒廃した人工林、里山

の放置された竹林や広葉樹林などの整備の推進」、施策 19「造林、下刈り、除伐、間伐など



第 6 章 目標を達成するために実施する施策 

76 

の実施の支援」が適切に行われることで、太田川ダムに流入する濁水の軽減が期待される。

また、濁水対策が着実に実施されることで、施策 20「生物多様性の保全上重要な生育・生息

地の確保」にもつながる可能性があることから、お互いの実施により最大の効果を発揮するよ

う取り組んでいく。  
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第2節  水量の目標に対する施策  

水量の目標である「暮らしや産業に使用する水を安定的に供給する」に向け、取水制限時

の適正な水利調整、地下水採取量、地下水位等の監視及びバックアップ体制や応急給水体

制の整備といった課題に対し、以下に示す施策を実施する。  

 

No. 施策  施策実施に関連する計画  

４  
天竜川水利調整協議会、大井川水利調整協議会に

おける適時適切な調整の実施  
－  

５  
太田川ダム渇水情報連絡会における情報提供及び

水利使用者間の情報共有  

施策４及び施策５については、渇水のおそれがある場合にも暮らしや産業に必要な水を確

保しながら、河川環境を維持するため、天竜川水利調整協議会や大井川水利調整協議会、

太田川ダム渇水情報連絡会において、利水者等と適切な調整等を行っていく。なお、施策 10

「治水協定に基づくダムの洪水調節機能の強化（事前放流等）」で実施する洪水調節は、利

水者への影響も考慮しながら実施する必要があることから、治水協定による関係利水者との

情報共有方法及び緊急時の連絡体制を明確化している。 

 

No. 施策  施策実施に関連する計画  

６  適切な地下水管理の推進  静岡県環境基本計画         等  

本施策については、静岡県環境基本計画等によりこれまで取り組まれてきた。今後も引続

き地下水の保全と持続的な利用の両立を図るための施策や活動を実施していく。なお、施策

18「森の力再生事業による、荒廃した人工林、里山の放置された竹林や広葉樹林などの整

備の推進」、施策 19「造林、下刈り、除伐、間伐などの実施の支援」、施策 21「多面的機能支

払交付金による農地・農業水利施設保全のための活動支援」を適切に実施することで、森

林や農地が有する水源涵養機能が向上し、利用可能な地下水が増加することが期待される

ことから、お互いの実施により最大の効果を発揮するよう取り組んでいく。 

 

No. 施策  施策実施に関連する計画  

７  自己水源の整備・維持  
各市町水道ビジョン・水道事業経

営戦略                   等  

本施策については、各市町が策定する水道ビジョンや水道事業経営戦略等に基づきこれ

まで取り組んできた。今後も引続き、渇水等による長期取水制限時や災害発生時等の迅速

な応急給水体制の確立を図るための施策を実施していく。 
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第3節  災害・治水の目標に対する施策  

災害・治水の目標である「被害軽減のため、流域治水による取組をあらゆる関係者が連携

して推進する」に向け、流域治水の取組による水害等の被害の最小化、土砂災害防止施設

の整備率向上、防潮堤整備の推進やサンドバイパス等による侵食対策が必要であるといった

課題に対し、以下に示す施策を実施する。 

 

No. 施策  施策実施に関連する計画  

８  水災害対策プラン等による対策実施  

太田川水系河川整備計画  

太田川水系流域治水プロジェクト 

（各河川）水害対策プラン 

掛川治水プラン 

袋井市かわプログラム 

いわた流域治水共創プロジェクト 

美しいふじのくにインフラビジョン 

等  

９  河川整備計画に基づく河川整備・改修  

１０  
治水協定に基づくダムの洪水調節機能の強化 (事前

放流等 ) 

11 土砂災害防止施設の整備の推進  

12 
山腹崩落地、荒廃渓流等の荒廃山地における治山

事業の推進  

13 
土 地 改良 施 設 ・ 農 業 用 ため池 の耐震 化や更 新 整

備、保全の推進  

14 「田んぼダム」の実施  

15 雨水貯留・浸透施設の整備  

施策８から施策 15 までについては、太田川水系河川整備計画、太田川水系流域治水プ

ロジェクト等に基づき、水害等の被害の最小化を図るため、引続きあらゆる関係者が連携し

て推進し、ハード対策とソフト対策を一体的に講じていく。 

なお、施策 11 及び施策 12 が適切に行われることで、施策３「太田川ダム濁水対策検討会

による濁水対策の検討及び対策の実施」において、太田川ダムに流入する濁水軽減の一助

となることが期待される。また、施策 18「森の力再生事業による、荒廃した人工林、里山の放

置された竹林や広葉樹林などの整備の推進」や施策 19「造林、下刈り、除伐、間伐などの実

施の支援」における事業効果を高めることにも寄与する。施策 13 及び施策 14 は、施策 21

「多面的機能支払交付金による農地・農業水利施設保全のための活動支援」を行うことでさ

らなる推進が期待される。施策間の相乗効果の発現を図るよう調整することにより、事業効

果を高めるよう取り組んでいく。また施策 13 を適切に実施し、ため池が保全されることで、施

策 20「生物多様性の保全上重要な生育・生息地の確保」が図られる。  

一方、施策９及び施策 12 は、構造物の設置や土地の形質の変更等により、現況地形や流

況等を変化させる可能性もあることから、施策 20「生物多様性の保全上重要な生育・生息

地の確保」と相互に調整を図る必要がある。太田川水系の河川整備においては、これまで河
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川整備計画及び河川整備基本方針に基づき生息環境への配慮（瀬淵の保全・復元、砂州・

干潟の保全、ワンドの創出等）を実施し、生息環境の保全・回復に成功している。今後も引続

き、生息環境への配慮を適切に実施する必要がある。また、治山事業においては、野生動植

物の生息・生育環境の保全、創出に向け、地域の特性に応じた森林の管理を推進することで、

事業実施後の自然環境の回復を図ることが重要である。また、施策 10 は、水利使用者への

影響も考慮しながら実施する必要があることから、治水協定による関係利水者との情報共有

方法及び緊急時の連絡体制を明確化している。 

 

No. 施策  施策実施に関連する計画  

1６  森の防潮堤づくりの推進  静岡県森林共生基本計画     等  

1７  サンドバイパス等による侵食対策  －  

施策 16 については、静岡県森林共生基本計画等に基づき、遠州灘を有する各市と県が

連携して取り組んできた。津波等による被害の最小化を図るため、引続き海岸防災林の再整

備・機能強化を図る森の防潮堤づくりを推進する。 

施策 17 については、浅羽海岸の侵食対策のため、これまでに引続きサンドバイパスによる

土砂輸送を実施する。なお、ジェットポンプ式サンドバイパスシステムの稼働に当たっては、ア

カウミガメの生息環境やシラスの漁獲量に影響を与える可能性があることから、福田漁港・浅

羽海岸サンドバイパスシステム検証委員会において検証を行い、アカウミガメ産卵期における

稼働時間の短縮など配慮を実施してきた。施策 20「生物多様性の保全上重要な生育・生息

地の確保」と相互に調整を図り、今後もこれらの配慮を着実に実施する必要がある。 
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第4節  自然環境の目標に対する施策  

自然環境の目標である「森・里・川・海の豊かな生育・生息環境を保全、回復する」に向け、

地域の実情に応じた森林の公益的機能の維持・増進や、山間部から沿岸部にかけての特徴

ある生育・生息環境の保全を図る必要があるといった課題に対し、以下に示す施策を実施す

る。 

 

No. 施策  施策実施に関連する計画  

1８  
森の力再生事業による、荒廃した人工林、里山の放

置された竹林や広葉樹林などの整備の推進  静岡県森林共生基本計画     等  

19 造林、下刈り、除伐、間伐などの実施の支援  

施策 18 については、森林所有者により整備が困難となっている森林のうち緊急に整備が

必要な森林整備を推進することで、森林の持つ公益的機能の維持・増進を図っていく。施策

19 については、林業経営体等に対し、森林経営計画等に基づく造林、下刈り、除伐、間伐等

を支援する。なお、これらの施策が適切に行われることで、施策３「太田川ダム濁水対策検討

会による濁水対策の検討及び対策の実施」において、太田川ダムに流入する濁水軽減にも

効果を発現することが期待される。また、森林の公益的機能が回復することで、地下水流動

量の増加が期待され、施策６「適切な地下水管理の推進」においても効果を発揮しうるほか、

土砂災害や山地災害の発生抑制も期待されることから、施策 11「土砂災害防止施設の整備

の推進」、施策 12「山腹崩落地、荒廃渓流等の荒廃山地における治山事業の推進」と両輪

で推進することが望ましい。施策 23「フォレストツーリズム等を通じた森林とのふれあいの機

会の醸成」等により、森林のもつ公益的機能への県民の理解を深め、事業への理解を得やす

くなることが期待される。施策間の相乗効果の発現を図るよう調整することにより、事業効果

を高めるよう取り組んでいく。  

 

No. 施策  施策実施に関連する計画  

20 生物多様性の保全上重要な生育・生息地の確保  
＜改訂版＞ふじのくに生物多様性

地域戦略                   等  

本施策については、＜改訂版＞ふじのくに生物多様性地域戦略等に基づき、太田川水系

上流部の豊かな森林やアマゴなどが生息する環境、アユ等が生息する水系中流部の連続す

る瀬や淵、同戦略に記載されている「今守りたい大切な自然」に選定されている太田川河口

付近の干潟や海浜や磐田市大池のほか、絶滅危惧種であるベッコウトンボが生息する桶ケ

谷沼等やハマボウ群落がある弁財天川河口付近の生育・生息地の保全を行っていく。  

なお、施策３「太田川ダム濁水対策検討会による濁水対策の検討及び対策の実施」により、

アユ等の魚類の生息・生育環境の確保につながる可能性があるほか、施策 13「土地改良施

設・農業用ため池の耐震化や更新整備、保全の推進」及び施策 21「多面的機能支払交付
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金による農地・農業水利施設保全のための活動支援」により農地や農業用排水路、ため池

等の生息・生育環境の保全が期待される。また、施策 23「フォレストツーリズム等を通じた森

林とのふれあいの機会の醸成」等により、県民の生息・生育環境の保全への理解を得られる

ことが期待される。施策間の相乗効果の発現を図るよう調整することにより、事業効果を高

めるよう取り組んでいく。 

一方、施策９「河川整備計画に基づく河川整備・改修」、施策 12「山腹崩落地、荒廃渓流

等の荒廃山地における治山事業の推進」、及び施策 17「サンドバイパス等による侵食対策」

は、構造物の設置や土地の形質の変更等により、現況地形や流況等を変化させる可能性も

あることから、生息環境への配慮を適切に実施する必要がある。弁財天川の干潟やぼう僧川

河口付近では、塩性湿地群落やハマボウの生育環境の保全と河川改修の両立が図られてい

る。また、サンドバイパスシステムの稼働に当っては、福田漁港・浅羽海岸サンドバイパスシス

テム検証委員会における対策検討の結果に基づき、アカウミガメ産卵時期におけるサンドバイ

パス稼働時間の短縮等が実施されてきた。今後も引続き、河川整備計画、河川整備基本方

針に基づく生息環境への配慮（瀬淵の保全・復元、砂州・干潟の保全、ワンドの創出等）、野

生動植物の生息・生育環境の保全、創出に向け、地域の特性に応じた森林の管理の推進及

びアカウミガメ産卵時期におけるサンドバイパスシステム稼働時間の短縮等の配慮を継続す

るなど、施策間の調整を図っていく必要がある。 
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第5節  暮らしの目標に対する施策  

暮らしの目標である「水環境と暮らし・産業・自然のつながりを圏域全体で認識し、活動す

る」に向け、農業・農村の有する多面的機能の発揮、河川愛護等の活動における様々な主体

の連携・協働及び雨水・再生水利用の支援策の活用促進を図る必要があるといった課題に

対し、以下に示す施策を実施する。 

 

No. 施策  施策実施に関連する計画  

21 
多面的機能支払交付金による農地・農業水利施設

保全のための活動支援  

静岡県農業農村整備みらいプラン 

等  

本施策については、静岡県農業農村整備みらいプラン等に基づき、多面的機能支払交付

金を活用し、農地や農業水利施設保全のための活動を支援していく。なお、農地・農業水利

施設の保全が適切に行われることにより、地下水涵養機能や生物多様性を保全する機能等

の多面的機能が発揮され、施策６「適切な地下水管理の推進」や、施策 20「生物多様性の

保全上重要な生育・生息地の確保」にも寄与することが期待される。また施策 13「土地改良

施設・農業用ため池の耐震化や更新整備、保全の推進」や施策 14「 「田んぼダム」の実施」

においては、本施策と連携する必要がある。また、施策 22「リバーフレンドシップによる沿川の

住民による堤防の草刈や河川の清掃活動支援」とも連携し、施策間の相乗効果の発現を図

るよう調整することにより、事業効果を高めるよう取り組んでいく。 

 

No. 施策  施策実施に関連する計画  

22 
リバーフレンドシップによる沿川の住民による堤防の

草刈や河川の清掃活動支援  
－  

23 
フォレストツーリズム等を通じた森林とのふれあいの

機会の醸成  

施策 22 については、活動団体の高齢化などが進み後継者不足に悩む団体が多いことに

加え、地域の河川への関心が希薄になっている地域もあることから、こうした活動が継続でき

るよう支援する必要がある。なお、施策 21「多面的機能支払交付金による農地・農業水利施

設保全のための活動支援」とも必要に応じて連携することで、相乗効果の発現が期待される。 

施策 23 については、県民が森林の公益的機能や森林整備等への理解を促し、水源を涵

養する森林への理解を深める機会となるよう、関係団体と連携して実施していく。なお、これ

らの施策が施策 18「森の力再生事業による、荒廃した人工林、里山の放置された竹林や広

葉樹林などの整備の推進」や施策 20「生物多様性の保全上重要な生育・生息地の確保」と

も連携し、施策間の相乗効果の発現を図るよう調整することにより、事業効果を高めるよう

取り組んでいく。 
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No. 施策  施策実施に関連する計画  

24 
雨水利用・雨水貯留等に対する補助金制度の活用

促進  
－  

本施策については、各市町において補助金制度が設置されており、災害発生時における非

常用水の確保や、散水や防火用水等への活用に向け、これらの補助金制度の活用を推進す

る。  
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第6節  施策の体系と主な実施地域  

太田川圏域が目指すべき健全な水循環の姿に向け、各目標の達成のためには圏域全体

で施策を実施する必要がある。各施策を確実に実施することにより圏域全体での取組になる

とともに、各地域間でのつながりを認識して施策を実施することにより、太田川圏域全体に施

策を展開する（表  6.1）。  

表  6.1 施策の実施地域  

理念  目指す

べき姿  
目標  No 施策  

主な対象地域  

山間  

地域  

農村  

地域  

都市  

地域  

湖沼・

海域  

暮
ら
し
と
豊
か
な
自
然
が
共
存
す
る
太
田
川
圏
域
を
守
る 

～
地
域
の
貴
重
な
水
資
源
を
将
来
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
～ 

清
ら
か
で
豊
か
な
流
れ
を
は
ぐ
く
む
自
然
環
境
の
維
持
又
は
回
復 

水質  

1 
流域別下水道整備総合計画等に基づく汚濁負荷削減対策

の実施  
  ○ ○ 

2 中遠地域地下水利用対策協議会による地下水障害の監視   ○ ○  

3 
太田川ダム濁水対策検討会による濁水対策の検討及び対

策の実施  
○ ○   

水量  

4 
天竜川水利調整協議会、大井川水利調整協議会における

適時適切な調整の実施  
 ○ ○  

5 
太田川ダム渇水情報連絡会における情報提供及び水利使

用者間の情報共有  
 ○ ○  

6 適切な地下水管理の推進   ○ ○  

7 自己水源の整備・維持   ○ ○  

自然

環境  

1８  
森の力再生事業による、荒廃した人工林、里山の放置され

た竹林や広葉樹林などの整備の推進  
○    

19 造林、下刈り、除伐、間伐などの実施の支援  ○    

20 生物多様性の保全上重要な生育・生息地の確保  ○ ○ ○ ○ 

暮らし 

21 
多面的機能支払交付金による農地・農業水利施設保全の

ための活動支援  
 ○   

22 
リバーフレンドシップによる沿川の住民による堤防の草刈や

河川の清掃活動支援  
 ○ ○  

23 
フォレストツーリズム等を通じた森林とのふれあいの機会の

醸成  
○    

24 雨水利用・雨水貯留等に対する補助金制度の活用促進    ○  

水
循
環
の
恵
み
を
受
け
る
産
業

と
暮
ら
し
の
調
和
の
と
れ
た
発
展 

水質  －  １～３に同じ  

水量  －  ４～７に同じ  

暮らし 
－  21～24 に同じ  
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理念  目指す

べき姿  
目標  No 施策  

主な対象地域  

山間  

地域  

農村  

地域  

都市  

地域  

湖沼・

海域  

暮
ら
し
と
豊
か
な
自
然
が
共
存
す
る
太
田
川
圏
域
を
守
る 

～
地
域
の
貴
重
な
水
資
源
を
将
来
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
～ 

水
災
害
｟
水
害
・
土
砂
災
害
・
渇
水
・
津
波
等
｠
の
被
害
軽
減 

水量  －  ４～７に同じ  

災害・  

治水  

８  水災害対策プラン等による対策実施  ○ ○ ○  

９  河川整備計画に基づく河川整備・改修  ○ ○ ○  

1０  
治水協定に基づくダムの洪水調節機能の強化 (事前放流

等 ) 
 ○ ○  

1１  土砂災害防止施設の整備の推進  ○    

1２  
山腹崩落地、荒廃渓流等の荒廃山地における治山事業の

推進  
○    

1３  
土地改良施設・農業用ため池の耐震化や更新整備、保全

の推進  
 ○   

1４  「田んぼダム」の実施   ○   

1５  雨水貯留・浸透施設の整備    ○  

1６  森の防潮堤づくりの推進     ○ 

1７  サンドバイパス等による侵食対策     ○ 

自然

環境  
－  1８～20 に同じ  

暮らし －  21～24 に同じ  
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第7章  健全な水循環の状態や計画の進捗状況を表す指標  

第1節  指標の設定の考え方  

計画の確実な推進のために、指標及び目標値を設定して、目標の達成状況や施策の進捗

状況を管理する。 

ここで、目標の達成状況に対して「健全な水循環の状態を表す指標」、施策の進捗状況に

対して「施策の進捗状況を管理する指標」を設定した（表  7.1）。  

健全な水循環の状態を表す指標は、目指すべき健全な水循環の姿に到達するために設定

した「５つの目標」の達成状況を評価するための指標であり、様々な取組を実施した結果、健

全な水循環の維持又は回復が図られているかを表す指標である。目標値は、関連計画と調

整、整合させて設定する。 

施策の進捗状況を管理する指標は、目標を達成するために必要な「施策」の実施状況を

把握、管理するための指標である。目標値は、関係者が実施する施策の実施量を設定する。  

なお、目標の達成状況や施策の進捗状況の把握・評価には、指標のモニタリングが必要で

ある。また、関連する計画が改訂された際には、必要に応じて指標を見直すものとする。 

表  7.1 指標の種類と設定の考え方  

指標の種類  設定の考え方  

健全な水循環の 

状態を表す指標  

目指すべき健全な水循環の姿に 

到達するために設定した、 

「５つの目標」の達成状況を  

評価するための指標  

• 様々な取組を実施した結果、健全な水循環の

維持又は回復が図られているかを表す指標  

• 目標値は、関連計画と調整、整合させて設定  

• 把握・評価には、指標のモニタリングが必要  

例：  水質環境基準（COD 等）の達成率、 

 水害・土砂災害による死者数          等  

施策の進捗状況を 

管理する指標  

目標を達成するために必要な 

「施策」の実施状況を  

把握、管理するための指標  

• 目標値は、関係者が実施する施策の実施量を

設定  

• 把握・評価には、指標のモニタリングが必要  

例：  整備面積、参加者数                 等  
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第2節  目標、及び施策の指標  

以上を踏まえて、本計画の推進に当たって、太田川圏域の健全な水循環の状態を把握す

るとともに、施策の進捗状況を管理するための指標及びそれらの目標値を設定する。  

 

（１）  水質の目標に対応する指標  

a）  健全な水循環の状態を表す指標・目標値  

水質の環境基準を達成できているものの、今後も環境基準を毎年達成するよう水質の維

持を図る必要がある。このため、水質の目標に対する健全な水循環の状態を表す指標、目標

値及び目標年度を以下のとおり設定する。 

指標  目標値  目標年度  

水質環境基準達成（BOD、COD）  100％  (８地点 ) 毎年度  

 

b）  施策の進捗状況を管理する指標・目標値  

水質の目標に対する施策の進捗状況を管理する指標、目標値及び目標年度を以下のと

おり設定する。 

指標  目標値  目標年度  

地下水取水基準の見直し 完了 (中遠地域) Ｒ10 年度  
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（２）  水量の目標に対応する指標  

a）  健全な水循環の状態を表す指標・目標値  

圏域内では、表流水の取水制限時における適切な調整を行っていくとともに、地下水利用

可能量の動向も踏まえながら、地下水適正揚水量を確保していく必要がある。このため、水

量の目標に対する健全な水循環の状態を表す指標、目標値及び目標年度を以下のとおり設

定する。 

指標  目標値  目標年度  

地下水適正揚水量の確保  
実績採取量 120 千 m3/日以下 

(中遠地域) 
毎年度  

 

b）  施策の進捗状況を管理する指標・目標値  

水量の目標に対する施策の進捗状況を管理する指標、目標値及び目標年度を以下のと

おり設定する。 

指標  目標値  目標年度  

地下水取水基準の見直し 完了 (中遠地域) Ｒ10 年度  

自己水源の整備、維持  ２箇所 (圏域内 ) Ｒ１７年度  
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（３）  災害・治水の目標に対応する指標  

a）  健全な水循環の状態を表す指標・目標値  

地球規模の気候変動に起因し、近年、風水害が激甚化・頻発化しており、県内では今後、

豪雨の発生回数が増加することも予測されている。洪水による浸水被害が近年も発生してい

ることから、洪水や土砂災害等による災害の発生を防止し、被害軽減のための取組をあらゆ

る関係者が連携して推進する必要がある。このため、災害・治水の目標に対する健全な水循

環の状態を表す指標、目標値及び目標年度を以下のとおり設定する。 

指標  目標値  目標年度  

水害及び土砂災害による死者数  ０人 (圏域内 ) 毎年度  

 

b）  施策の進捗状況を管理する指標・目標値  

災害・治水の目標に対する施策の進捗状況を管理する指標、目標値及び目標年度を以

下のとおり設定する。 

指標  目標値  目標年度  

県管理河川の整備延長  26.7km(太田川水系) Ｒ10 年度  

土砂災害防止施設整備箇所  1,994 箇所(県全体 ) Ｒ10 年度  

山地災害危険地区の整備地区数  4,190 地区(県全体 ) Ｒ10 年度  

基幹農業水利施設の更新整備数  75 施設(県全体 ) Ｒ10 年度  
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（４）  自然環境の目標に対する指標  

a）  健全な水循環の状態を表す指標・目標値  

圏域の約 46％は森林である。森林の公益的機能を発揮させるよう、多様性のある豊かな

森林の保全に取り組むことが必要である。また、圏域では、流域や河川空間、沿岸部には比

較的良好な自然が残っており、様々な植生、魚類や鳥類等が生息する豊かな生物相が形成

されている。こうした生息・生育環境を保全するため、自然環境の目標に対する健全な水循

環の状態を表す指標、目標値及び目標年度を以下のとおり設定する。 

指標  目標値  目標年度  

森林の多面的機能を持続的に発揮させる 

森林整備面積  
11,000ha/年 (県全体 ) Ｒ10 年度  

 

b）  施策の進捗状況を管理する指標・目標値  

自然環境の目標に対する施策の進捗状況を管理する指標、目標値及び目標年度を以下

のとおり設定する。 

指標  目標値  目標年度  

森の力再生面積  25,881ha(県 全 体 )  Ｒ10 年度  
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（５）  暮らしの目標に対する指標  

a）  健全な水循環の状態を表す指標・目標値  

圏域では、森・里・川・海の恵みを活かし、森が水の恵みを育み、その恵みを産業や暮らし

等において持続的に利用できるよう、農業・農村の多面的機能を発揮する取組への持続的

な支援や、河川愛護・美化活動における連携・協働等が必要である。このため、暮らしの目標

に対する健全な水循環の状態を表す指標、目標値、及び目標年度を以下のとおり設定する。 

指標  目標値  目標年度  

多面的機能支払交付金の活動面積  維持または向上 (圏域内 ) Ｒ10 年度  

リバーフレンドシップの活動が行われている 

河川数  
維持または向上 (圏域内 ) Ｒ11 年度  

 

b）  施策の進捗状況を管理する指標・目標値  

暮らしの目標に対する施策の進捗状況を管理する指標、目標値及び目標年度を以下のと

おり設定する。 

指標  目標値  目標年度  

リバーフレンドシップ制度を活用する団体数  850 団体 (県全体 ) Ｒ９年度  
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（６）  目標及び施策の指標とりまとめ 

前項までで設定した目標及び施策の指標、及び目標値を表  7.2 に示す。 

表  7.2 太田川圏域流域水循環計画における５つの目標と施策、指標  

 
  

目　　標 健全な水循環の状態を表す指標 目標値 目標年度

　清らかな流れを保つため、良好な水質の維持、改善を図る ・水質環境基準達成（BOD、COD） 100％ (８地点) 毎年度

施　　策 施策の進捗状況を管理する指標 目標値 目標年度

・流域別下水道整備総合計画等に基づく汚濁負荷削減対策の実施 － － －

・中遠地域地下水利用対策協議会による地下水障害の監視 ・地下水取水基準の見直し 完了（中遠地域） Ｒ10年度

・太田川ダム濁水対策検討会による濁水対策の検討及び対策の実施 － － －

目　　標 健全な水循環の状態を表す指標 目標値 目標年度

実績採取量

120千m
3
/日以下

(中遠地域)

施　　策 施策の進捗状況を管理する指標 目標値 目標年度

・天竜川水利調整協議会、大井川水利調整協議会における適時適切

　な調整の実施
－ － －

・太田川ダム渇水情報連絡会における情報提供及び水利使用者間の

　情報共有
－ － －

・適切な地下水管理の推進 ・地下水取水基準の見直し 完了（中遠地域） Ｒ10年度

・自己水源の整備、維持 ・自己水源の整備、維持 ２箇所（圏域内） Ｒ17年度

目　　標 健全な水循環の状態を表す指標 目標値 目標年度

　被害軽減のため、流域治水による取組をあらゆる関係者が
　連携して推進する

・水害及び土砂災害による死者数 ０人（圏域内） 毎年度

施　　策 施策の進捗状況を管理する指標 目標値 目標年度

・水災害対策プラン等による対策実施 － － －

・河川整備計画に基づく河川整備・改修 ・県管理河川の整備延長 26.7km(太田川水系) Ｒ10年度

・治水協定に基づくダムの洪水調節機能の強化(事前放流等) － － －

・土砂災害防止施設の整備の推進 ・土砂災害防止施設整備箇所 1,994箇所(県全体) Ｒ10年度

・山腹崩落地、荒廃渓流等の荒廃山地における治山事業の推進 ・山地災害危険地区の整備地区数 4,190地区(県全体) Ｒ10年度

・土地改良施設・農業用ため池の耐震化や更新整備、保全の推進 ・基幹農業水利施設の更新整備数 75施設(県全体) Ｒ10年度

・「田んぼダム」の実施 － － －
・雨水貯留・浸透施設の整備 － － －
・森の防潮堤づくりの推進 － － －
・サンドバイパス等による侵食対策 － － －

目　　標 健全な水循環の状態を表す指標 目標値 目標年度

　森・里・川・海の豊かな生育・生息環境を保全、回復する
・森林の多面的機能を持続的に発揮

　させる森林整備面積
11,000ha/年(県全体) Ｒ10年度

施　　策 施策の進捗状況を管理する指標 目標値 目標年度

・森の力再生事業による、荒廃した人工林、里山の放置された竹林や

　広葉樹林などの整備の推進
・森の力再生面積 25,881ha(県全体) Ｒ10年度

・造林、下刈り、除伐、間伐などの実施の支援 － － －

・生物多様性の保全上重要な生育・生息地の確保 － － －

目　　標 健全な水循環の状態を表す指標 目標値 目標年度

・多面的機能支払交付金の活動面積 維持または向上(圏域内) Ｒ10年度

・リバーフレンドシップの活動が

　行われている河川数
維持または向上(圏域内) Ｒ11年度

施　　策 施策の進捗状況を管理する指標 目標値 目標年度

・多面的機能支払交付金による農地・農業水利施設保全のための活

　動支援
－ － －

・リバーフレンドシップによる沿川の住民による堤防の草刈や河川

　の清掃活動支援

・リバーフレンドシップ制度を活用

　する団体数
850団体(県全体) Ｒ９年度

・フォレストツーリズム等を通じた森林とのふれあいの機会の醸成 － － －

・雨水利用・雨水貯留等に対する補助金制度の活用促進 － － －

水

質

(

目

標

１

)

　暮らしや産業に使用する水を安定的に供給する ・地下水適正揚水量の確保

自

然

環

境

(

目

標

４

)

　水環境と暮らし・産業・自然のつながりを圏域全体で認識し、
　活動する

水

量

(

目

標

２

)
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・

治
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(

目
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３
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暮
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目

標

５

)

毎年度
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第8章  流域水循環計画の推進  

第1節  施策の実施主体の役割分担  

健全な水循環の保全を推進するためには、国、県、市町の行政機関、企業・団体等及び住

民の各主体が、それぞれの立場に応じた役割分担に基づき、自主的・積極的に施策に取り組

む必要がある。このため、各主体の役割を次のように分担し、適時適切に協働し、施策の効

果的・効率的な実施を図る。 

 

（１）  国  

国は、健全な水循環の保全に関する施策について、支援を行う。  

（２）  県  

県は、健全な水循環の保全に関する施策を実施する責務を有する。また、施策を推進する

に当たっては、市町との連携に努めるとともに、企業・団体等及び住民の参加と協力を得るよ

う努める。  

（３）  市町  

市町は、健全な水循環の保全に関する施策を実施する責務を有する。また、施策を推進す

るに当たっては、県との連携に努めるとともに、企業・団体等及び住民の参加と協力を得るよ

う努める。  

（４）  企業・団体等  

企業・団体等は、健全な水循環の保全の重要性について理解を深め、事業活動を行うに

当たっては、健全な水循環の保全に十分配慮し、水源保全地域における適正な土地利用に

努めるとともに、県が実施する健全な水循環の保全に関する施策に協力するよう努める。 

（５）  住民  

圏域内の住民は、健全な水循環の保全の重要性について理解を深め、県が実施する健全

な水循環の保全に関する施策に協力するよう努める。 
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第2節  計画の推進と進捗管理  

「太田川圏域流域水循環協議会」が中心となって、「健全な水循環の状態を表す指標」や

「施策の進捗状況を管理する指標」を用いて計画の進捗管理を行いながら、関係機関と連

携して取組の推進を図る（図  8.1）。指標により進捗管理を行わない施策についても、実施状

況やそれに伴う改善状況を把握し、また必要な調査を行うなどして、本協議会において進捗

状況を確認し、推進を図る。 

 
 

図  8.1 計画の推進と進捗管理体制

太田川圏域流域水循環協議会

【協議会】
■構成：県、国、市町
■実施内容

〇流域水循環計画の推進
〇流域水循環計画の見直し

【幹事会】
■構成：県、国、市町
■実施内容

〇流域水循環計画の推進
〇健全な水循環の状態を表す指標/施策進捗状況管理指標の達成状況の確認・評価
〇施策の見直し・立案
〇健全な水循環の状態を表す指標/施策進捗状況管理指標の見直し・立案
〇関係団体・事業者等の意見反映

静岡県

＜静岡県水循環保全本部＞
■構成：知事、副知事、関係各部長等
■実施内容

〇流域水循環計画の策定

【流域対策検討部会】
■構成：くらし・環境部理事、環境局長、関係各課長
■実施内容

〇流域水循環計画の協議

＜静岡県環境審議会＞
【水循環保全部会】

■構成：有識者
■実施内容

〇流域水循環計画の審議

関係団体、事業者等
○施策への参加、協力

意見交換

報
告

助
言

助言

報告

関係機関（国、県、市町）
○施策の実施

進捗管理、推進
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参考資料  

（１）  水質  

表 1 水質環境基準の類型指定状況（BOD、COD、DO）（令和７年４月１日時点）  

 

表 2 環境基準（河川、抜粋）  表 3 環境基準（海域、抜粋）  

類型  
基準値  

BOD DO 

AA 1mg/L 以下  7.5mg/L 以上  

A 2mg/L 以下  7.5mg/L 以上  

B 3mg/L 以下  5mg/L 以上  

C 5mg/L 以下  5mg/L 以上  

D 8mg/L 以下  2mg/L 以上  

E 10mg/L 以下  2mg/L 以上  
 

類型  
基準値  

COD DO 

A 2mg/L 以下  7.5mg/L 以上  

B 3mg/L 以下  5mg/L 以上  

C 8mg/L 以下  2mg/L 以上  
 

 

静岡県（ 2025） 「令和７年度公共用水域及び地下水の水質測定計画」を用いて作成  

  

名称 範囲 水域類型 達成期間 設定期日 告示日など 測定地点※

太田川上流 原野谷川合流点から上流の太田川本流
河川AA

(BOD1mg/L以下)
(DO7.5mg/L以上)

直ちに達成
R4.4.1
見直し

県告示第237号
R4.3.29

○二瀬(西)橋

太田川下流 原野谷川合流点から下流の太田川本流
河川A

(BOD2mg/L以下)
(DO7.5mg/L以上)

直ちに達成
R4.4.1
見直し

県告示第237号
R4.3.29

○豊浜橋

原野谷川 原野谷川本流
河川A

(BOD2mg/L以下)
(DO7.5mg/L以上)

直ちに達成 S49.1.1
県告示第1050号

S48.11.20
○二瀬(東)橋

ぼう僧川 ぼう僧川本流
河川C

(BOD5mg/L以下)
(DO5mg/L以上)

直ちに達成
H9.4.1
見直し

県告示第292号
H9.3.25

　ゴルフ場入口
○東橋

敷地川 敷地川本流
河川A

(BOD2mg/L以下)
(DO7.5mg/L以上)

直ちに達成
R4.4.1
見直し

県告示第237号
R4.3.29

○向笠2号橋

逆川上流 鞍下橋から上流の逆川本流
河川AA

(BOD1mg/L以下)
(DO7.5mg/L以上)

直ちに達成
R4.4.1
見直し

県告示第237号
R4.3.29

○鞍下橋

逆川下流 鞍下橋から下流の逆川本流
河川B

(BOD3mg/L以下)
(DO5mg/L以上)

直ちに達成
R6.4.1
見直し

県告示第150号
R6.3.5

　逆川橋
○曙橋

遠州灘
御前崎灯台から静岡県と愛知県の境界で
ある陸岸の地点(湖西市白須賀字宿南2,336
番地地先)に至る陸岸の地先海域

海域A
(COD2mg/L以下)
(DO7.5mg/L以上)

直ちに達成 S50.1.1
県告示第1141号

S49.11.29
○太田川沖

※：測定地点のうち、○は環境基準点
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図 1 水質経年変化図（河川 AＡ類型・BOD） 

 

※太田川上流（太田川二瀬 (西 )橋）と 

逆川上流（逆川鞍下橋）の類型は  

令和４年度に河川Ａ類型から 

河川 AA 類型へ変更  

図 2 水質経年変化図（河川Ａ類型・BOD） 

 

  

  

図 3 水質経年変化図（河川Ａ類型・BOD） 

 

※太田川上流（太田川豊浜橋）と 

敷地川（敷地川向笠 2 号橋）の類型は  

令和４年度に河川Ｂ類型から河川Ａ類型へ変更  

図 4 水質経年変化図（河川Ｃ類型・BOD） 

 

※逆川下流（逆川逆川橋、逆川曙橋）の  

類型は令和５年度時点。  

令和６年度に河川Ｂ類型へ変更  

  

  

図 5 水質経年変化図（河川類型未指定・BOD） 図 6 水質経年変化図（海域Ａ類型・COD） 
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図 7 水質経年変化図（河川ＡA 類型・DO）  

 

※太田川上流（太田川二瀬 (西 )橋）と 

逆川上流（逆川鞍下橋）の類型は  

令和４年度に河川Ａ類型から 

河川 AA 類型へ変更  

図 8 水質経年変化図（河川Ａ類型・DO） 

 

  

  

図 9 水質経年変化図（河川Ａ類型・DO） 

 

※太田川下流（太田川豊浜橋）と 

敷地川（敷地川向笠 2 号橋）の類型は  

令和４年度に河川Ｂ類型から河川Ａ類型へ変更  

図 10 水質経年変化図（河川Ｃ類型・DO） 

 

※逆川下流（逆川逆川橋、逆川曙橋）の  

類型は令和５年度時点。  

令和６年度に河川Ｂ類型へ変更  

  

  

図 11 水質経年変化図（河川類型未指定・ＤＯ） 図 12 水質経年変化図（海域Ａ類型・ＤＯ） 

 

DO：  Dissolved Oxygen の略。水中に溶けている酸素の量。酸素の水中への溶解度は、一般的に水温、

塩分、気圧等に影響を受け、水温が高くなると小さくなる。DO は、魚類などの水生生物の生息には

不可欠である。  
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（２）  関連計画  

太田川圏域の水循環に関するこれら既存計画・取組を踏まえ、太田川圏域における現状

及び課題と関連計画による対応状況を整理すると、表 4～表 7 に示すとおりである。 

表 4 太田川圏域における現状及び課題と関連計画による対応状況 (水質、水量) 

 

  

計画の分類 A.水質 B.水量 C.災害・治水

関連
計画

（関係性がよ
り高い分類）

(A-1)天竜川左岸流域別下水道整備総合計画 (B-1)磐田市水道事業ビジョン
(B-2)掛川市新水道ビジョン
(B-3)袋井市水道ビジョン
(B-4)森町水道事業経営戦略

(C-1)太田川水系河川整備基本方針
(C-2)太田川水系河川整備計画
(C-3)弁財天川水系河川整備基本方針
(C-4)太田川水系流域治水プロジェクト
(C-5)袋井市中部水災害対策プラン
(C-6)仿僧川・今ノ浦川水災害対策プラン
(C-7)敷地川水災害対策プラン
(C-8)掛川治水プラン
(C-9)袋井市かわプログラム
(C-10)いわた流域治水共創プロジェクト
(C-11)美しい"ふじのくに"インフラビジョン
(C-12)遠州灘沿岸海岸保全基本計画

流域

(C-2)堆積土砂の排除※
(C-2)水量・水質の監視等※
(C-2)モニタリング調査
(C-10)土砂堆積・植生繁茂による流下阻害等
の防止※

山間地域
農村地域

都市地域

(A-1)下水道施設の整備※
(A-1)下水道以外の汚濁負荷対策

(B-1)良質な給水水質の確保
(B-1)水質監視の強化
(B-2)安全な水質の確保
(B-3)良質な水質の維持
(B-4)安全な水道

海域

流域

(B-1)バックアップ機能等の強化※
(B-1)(B-4)応急給水・応急復旧体制の充実※
(B-2)大井川広域水道企業団からの水源の確保
(B-2)自己水源確保の検討
(B-2)防災体制の構築
(B-3)自己水源（井戸）の整備と維持

(C-1)(C-3)河川の適正な利用、流水の正常な
機能の維持及び河川環境の整備と保全※
(C-2)水量・水質の監視等※

山間地域

農村地域

都市地域

海域

水
量

・取水制限時の
　適正な水利調
　整

・地下水採取
　量、地下水位
　等の監視

・バックアップ
　体制や応急給
　水体制の整備

分
類 課題

水
質

・公共用水域の
　水質維持

・地下水塩水化
　の状況監視

・太田川ダムの
　濁水放流の長
　期化に対する
　対策

・河川や用水路
　等の泥等の状
　況把握及び増
　加原因究明

関連計画における対策　　　（対策名の後ろの※は他分類に「再掲あり」を示す）
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D.自然環境 E.暮らし F.その他

(D-1)天竜国有林の地域別の森林計画書（天竜森林計画区）

(D-2)第6次地域管理経営計画書（天竜森林計画区）

(D-3)地域森林計画書（各森林計画区共通編）

(D-4)天竜地域森林計画書（天竜森林計画区編）

(D-5)静岡県森林共生基本計画
(D-6)磐田市森林整備計画
(D-7)掛川市森林整備計画
(D-8)袋井市森林整備計画
(D-9)森町森林整備計画
(D-10)<改訂版>ふじのくに生物多様性地域戦略

(E-1)静岡県 浜名湖・遠州灘圏域 総合水産基盤整備事業計画

(E-2)静岡県水産振興基本計画
(E-3)静岡県農業農村整備みらいプラン
(E-4)磐田市農業振興地域整備計画書
(E-5)掛川市農業振興ビジョン
(E-6)袋井市農業振興ビジョン
(E-7)静岡県文化財保存活用大綱
(E-8)磐田市文化財保存活用地域計画
(E-9)掛川市文化財保存活用地域計画
(E-10)袋井市文化財保存活用地域計画
(E-11)静岡県観光基本計画
(E-12)掛川市観光振興計画
(E-13)袋井市観光基本計画

(F-1)静岡県の新ビジョン
(F-1')静岡県の新ビジョン（西部地域）
(F-2)第4次静岡県環境基本計画
(F-3)第2次磐田市環境基本計画後期計画
(F-4)第2期掛川市環境基本計画
(F-5)第2期袋井市環境基本計画
(F-6)第9次森町総合計画
(F-7)静岡県農業水利施設を活用した小水力等発電マスタープラン

(D-10)生物多様性に配慮した生活や事業活動
の推進
(D-10)河川・湖沼・湿地の水辺のつながりの
確保※

(F-1)「命の水」と自然環境の保全※
(F-2)自然資源の循環※
(F-2)「命の水」と健全な水循環の確保※
(F-2)水質・大気等の環境保全
(F-3)環境の調査・監視・指導等
(F-3)水質汚濁対策
(F-5)大気・水質環境の保全※
(F-6)河川の整備※

(E-5)ため池等の整備※ (F-5)農地の保全※
(F-4)効率的な下水道等汚水処理の推進
(F-4)生活排水からの汚濁の抑制
(F-4)事業場排水からの汚濁の抑制
(F-4)大気汚染や水質汚濁、騒音、悪臭等防止
の推進
(F-6)生活基盤の整備※

(D-10)河川・湖沼・湿地の水辺のつながりの
確保※

(F-1)「命の水」と自然環境の保全※
(F-2)「命の水」と健全な水循環の確保※
(F-3)水資源の計画的利用
(F-3)総合的な地下水の保全
(F-3)雨水の浸透や水源かん養の促進※

(D-1)水源涵養機能
(D-2)土壌及び水資源の保全と維持等
(D-3)(D-4)森林の機能を効果的に発揮する森
林の整備・保全※
(D-10)自然と人がともに生きる里地里山・田
園づくり※

(F-2)吸収源対策の推進※
(F-4)水源かん養機能の保全

(D-10)自然と人がともに生きる里地里山・田
園づくり※

(E-3)ICTや新技術を活用した農業水利施設整
備及び水管理の推進
(E-3)優良農地の確保※

(F-2)気候変動影響への適応※
(F-5)農地の保全※

(F-4)節水と水の有効利用の推進
(F-4)地下水の保全と雨水浸透の推進
(F-5)大気・水質環境の保全※

関連計画における対策　　　（対策名の後ろの※は他分類に「再掲あり」を示す）
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表 5 太田川圏域における現状及び課題と関連計画による対応状況 (災害・治水) 

 

  

計画の分類 A.水質 B.水量 C.災害・治水

流域

(B-1)~(B-4)施設、管路の耐震化
(B-1)~(B-4)老朽化施設、管路の更新
(B-1)~(B-4)応急給水 応急復旧体制の充実※
(B-1)バックアップ機能等の強化※
(B-1)危機管理対策
(B-2)水道施設の維持管理
(B-2)災害時に対応する施設の構築

(C-1)~(C-3)(C-8)(C-9)河川等の維持管理
(C-2)堆積土砂の排除※
(C-2)超過洪水対策
(C-2)(C-4)(C-8)河川情報等の提供
(C-3)地域との連携と地域発展※
(C-4)治水協定に基づくダムの洪水調節機能の強化

(C-4)(C-5)水災害リスク空白域の解消
(C-4)~(C-6)立地適正化計画における防災指
針に基づく取組の推進
(C-4)(C-8)(C-9)水位計の設置
(C-4)(C-8)(C-10)河川改修、遊水地整備
(C-5)~(C-7)水害リスク情報の充実、空白域解消
(C-5)~(C-7)避難体制の強化と被害軽減のための対策

(C-5)~(C-7)(C-9)河道整備
(C-5)(C-6)(C-9)(C-10)雨水貯留浸透施設（調
整池・遊水地）の整備
(C-6)開発地での流出抑制対策の実施
(C-8)流域全体での流出抑制
(C-8)排水路の改修・新設
(C-8)~(C-10)ハザードマップの作成・周知・利活用

(C-10)土砂堆積・植生繁茂による流下阻害等の防止※

(C-10)浸水から逃げるための高台避難場所の確保
(C-11)激甚化・頻発化、切迫する自然災害へ
の防災・減災対策の強化
(C-11)持続可能で活力あるまちづくりや農山
漁村づくりの推進※

山間地域

(C-4)砂防施設等の整備
(C-4)森林整備・治山事業による流出抑制対
策※
(C-10)森林整備・治山事業による土砂・流木
流出抑制※

農村地域

(C-4)内水氾濫対策の強化※
(C-4)雨水貯留施設の整備※
(C-4)農業水利施設の整備
(C-4)農業用ため池の耐震・豪雨対策
(C-5)(C-6)(C-8)(C-10)水田貯留（田んぼダム）
(C-8)ため池の有効活用※
(C-10)ため池の整備

都市地域

(A-1)下水道施設の整備※ (C-4)内水氾濫対策の強化※
(C-4)(C-8)(C-9)雨水貯留施設の整備※
(C-5)宅内貯留施設の設置※
(C-5)(C-6)(C-9)雨水ポンプ場の整備
(C-9)周辺の浸水対策施設の検討・整備
(C-9)校庭貯留施設整備

海域

(C-1)(C-3)洪水、津波、高潮等による災害の
発生の防止または軽減
(C-11)自然との共生と資源の循環利用の推進※
(C-12)海岸保全施設の整備の推進
(C-12)砂浜の保全・回復の推進※
(C-12)自然の防災機能の保全と活用※

分
類 課題

・流域治水の取
　組による水害
　等の被害の最
　小化

・土砂災害防止
　施設の整備率
　向上

・防潮堤整備の
　推進

・サンドバイパ
　ス等による侵
　食対策

災
害
・
治
水

関連計画における対策　　　（対策名の後ろの※は他分類に「再掲あり」を示す）
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D.自然環境 E.暮らし F.その他

(E-10)河川にまつわる歴史の再認識と防災※ (F-1)防災・減災対策の強化
(F-1')風水害対策の推進
(F-2)気候変動影響への適応※
(F-2)大規模開発等における適切な環境保全措
置と安全の確保※
(F-6)河川の整備※

(D-1)山地災害防止機能／土壌保全機能
(D-2)地域の安全・安心を確保する治山対策
の展開
(D-3)(D-4)森林の機能を効果的に発揮する森
林の整備・保全※

(E-5)林業及び水産業への配慮と連携※ (F-1)脱炭素社会の構築※
(F-2)吸収源対策の推進※
(F-4)市民の暮らしを守る森林の保全
(F-6)森林の保全

(D-10)自然と人がともに生きる里地里山・田
園づくり※

(E-3)農業水利施設の機能強化の推進
(E-3)農地・農業用施設を活用した流域治水の
推進※
(E-4)農用地等の防災・減災対策
(E-5)ため池等の整備※
(E-5)防災安全施設の整備

(E-8)崖地・樹木への対策
(E-9)災害発生時の体制の整備
(E-10)防災対策に係るリスクの把握と被災へ
の対応

(D-5)多様性のある豊かな森林の保全※ (E-1)災害リスクへの対応力強化
(E-2)激甚化する風水害の影響緩和や市場・漁
港機能の維持・向上に向けた水産基盤整備

(F-1')津波対策の推進
(F-4)海岸防災林の保全と整備推進※
(F-5)海岸の保全※

関連計画における対策　　　（対策名の後ろの※は他分類に「再掲あり」を示す）
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表 6 太田川圏域における現状及び課題と関連計画による対応状況 (自然環境) 

 

  

計画の分類 A.水質 B.水量 C.災害・治水

流域

(C-1)(C-3)河川の適正な利用、流水の正常な
機能の維持及び河川環境の整備と保全※
(C-11)自然との共生と資源の循環利用の推進
※

山間地域

(C-4)森林整備・治山事業による流出抑制対
策※
(C-10)森林整備・治山事業による土砂・流木
流出抑制※
(C-11)持続可能で活力あるまちづくりや農山
漁村づくりの推進※

農村地域

都市地域

海域

(C-12)自然の防災機能の保全と活用※
(C-12)砂浜の保全・回復の推進※
(C-12)特色のある自然環境の保全と継承
(C-12)遠州灘特有の美しい海岸景観の保全※
(C-12)自然体験、環境教育等の推進※

関連計画における対策　　　（対策名の後ろの※は他分類に「再掲あり」を示す）分
類 課題

自
然
環
境

・地域の実情に
　応じた森林の
　公益的機能の
　維持・増進

・山間部から沿
　岸部にかけて
　の特徴ある生
　育・生息環境
　の保全
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D.自然環境 E.暮らし F.その他

(D-1)生物多様性保全機能
(D-2)生物多様性の保全
(D-2)森林の保全と持続可能な経営のための
法的、制度的及び経済的枠組
(D-10)生物多様性に関する調査・研究の推進
(D-10)希少野生動植物の保護
(D-10)外来生物や遺伝的撹乱等の拡大防止
(D-10)野生鳥獣の保護・管理
(D-10)河川・湖沼・湿地の水辺のつながりの
確保※
(D-10)特徴的な地域の環境を重点的に守る※

(F-1)「命の水」と自然環境の保全※
(F-1)美しい景観の創造と自然との共生※
(F-2)自然資源の循環※
(F-2)大規模開発等における適切な環境保全措
置と安全の確保※
(F-2)生物多様性の確保
(F-2)自然環境の保全※
(F-3)河川の保全や管理
(F-3)貴重種・外来生物等の対応
(F-3)生息・生育地の保全
(F-3)自然とふれあう場の整備・活用
(F-4)森林保全活動の推進
(F-4)緑地保全活動の推進
(F-4)希少野生動植物とその生息・生育地の保護
(F-4)生物多様性の実態把握
(F-4)生物多様性に配慮した川づくり
(F-4)自然に親しめる公園・緑地の充実
(F-4)緑の精神回廊等の適切な維持管理
(F-4)地域における環境保全活動の支援
(F-4)環境保全団体の活性化の推進
(F-5)河川の保全
(F-5)希少動植物の保全
(F-6)計画的な土地利用の推進
(F-6)河川の整備※

(D-2)森林生態系の生産力の維持
(D-2)森林生態系の健全性と活力の維持
(D-4)(D-6)~(D-9)森林の機能に適した整備・
保全
(D-5)森林の適切な管理・整備
(D-5)多様性のある豊かな森林の保全※
(D-10)豊かな自然環境が残る奥山の保全

(E-5)林業及び水産業への配慮と連携※
(E-6)農村地域の生活環境の保全

(F-1)脱炭素社会の構築※
(F-1)農林水産業の競争力の強化※
(F-2)吸収源対策の推進※
(F-3)森林の保全と適正な管理
(F-3)森林の適正な整備による森林吸収源の確保
(F-4)心身の健康に寄与する森林の保全と活用
(F-5)森林の保全

(D-10)自然と人がともに生きる里地里山・田
園づくり※

(E-3)優良農地の確保※ (F-3)農地の保全・管理
(F-4)茶草場農法の保全と継承※
(F-4)ため池、谷田の環境保全と活用
(F-5)農地の保全※

(D-10)都市の自然再生・創出 (F-1')自然公園等の適切な管理
(F-3)緑地の保全と緑化の推進※

(D-10)海岸から深海につながる生態系の保全 (E-2)沿岸生態系の維持・回復やカーボン
ニュートラル等の多面的機能の発揮に向けた
海や川の環境保全

(F-3)海岸林の保全・海岸の美化
(F-4)砂浜の保全
(F-4)海岸防災林の保全と整備推進※
(F-4)海岸部の適正な利活用の推進
(F-5)海岸の保全※

関連計画における対策　　　（対策名の後ろの※は他分類に「再掲あり」を示す）
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表 7 太田川圏域における現状及び課題と関連計画による対応状況 (暮らし) 

 

  

計画の分類 A.水質 B.水量 C.災害・治水

流域

(C-1)(C-3)地域との連携と地域発展※
(C-2)河川情報の共有※
(C-11)持続可能で活力あるまちづくりや農山
漁村づくりの推進※
(C-11)豊かな自然、文化、歴史に根ざした美
しい景観の形成
(C-11)誰にもやさしく、快適な生活環境の形
成

山間地域

農村地域

(C-4)雨水貯留施設の整備※
(C-8)ため池の有効活用※

都市地域

(C-4)(C-8)(C-9)雨水貯留施設の整備※
(C-5)宅内貯留施設の設置※

海域

(C-12)砂浜の保全・回復の推進※
(C-12)遠州灘特有の美しい海岸景観の保全※
(C-12)広域的な取組による海岸域の環境保全
の推進
(C-12)自然体験、環境教育等の推進※

関連計画における対策　　　（対策名の後ろの※は他分類に「再掲あり」を示す）分
類 課題

暮
ら
し

・農業・農村の
　有する多面的
　機能の発揮

・河川愛護等の
　活動における
　様々な主体の
　連携・協働

・雨水・再生水
　利用の支援策
　の活用促進
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D.自然環境 E.暮らし F.その他

(D-10)特徴的な地域の環境を重点的に守る※ (E-7)観光やまちづくりとの連携による文化財
を含むエリアの面的な整備
(E-10)河川にまつわる歴史の再認識と防災※
(E-11)しずおかの魅力で幸せと感動を呼ぶ観
光サービスの創出
(E-13)観光交流客数を増やすための観光ツ
アー造成の推進

(F-1)「命の水」と自然環境の保全※
(F-1)美しい景観の創造と自然との共生※
(F-2)自然環境の保全※
(F-2)人と自然との共生
(F-3)雨水の浸透や水源かん養の促進※
(F-3)市民等と市の協働による景観形成
(F-5)自然とふれあう機会の創出
(F-5)連携した環境保全活動の推進
(F-6)河川の整備※
(F-6)環境保全活動の推進

(D-1)快適環境形成機能
(D-1)保健・レクリエーション機能
(D-1)文化機能
(D-2)森林とのふれあい
(D-3)(D-4)良好な森林景観の形成
(D-10)生物多様性に関する環境教育の推進※

(F-1)農林水産業の競争力の強化※
(F-1')林業の成長産業化
(F-1')美しく活力のある農山村の創造※
(F-4)木材生産の場としての森林の保全と活用
(F-6)林業の振興

(D-10)生物多様性に関する環境教育の推進※ (E-3)優良農地の確保※
(E-3)地域共同活動による多面的機能の発揮
(E-3)農地・農業用施設を活用した流域治水の
推進※
(E-4)交付金制度等を活用した農用地等保全活
動支援
(E-4)環境保全型農業の推進
(E-5)農業資源の保全・管理活動の推進
(E-5)美しい農村景観の保全・創出
(E-5)中山間地域の多面的機能の発揮
(E-6)農業生産基盤の適正管理
(E-6)多面的機能の維持・発揮
(E-9)まちづくりや地域産業との連携
(E-12)掛川茶を活用した癒しの提供

(F-1)農林水産業の競争力の強化※
(F-1')農業の競争力の強化
(F-1')美しく活力のある農山村の創造※
(F-4)茶草場農法の保全と継承※
(F-4)農地の適正な管理と保全
(F-6)農業の振興

(F-1)魅力的な生活空間の創出
(F-1')地域住民が憩い楽しむ場の提供※
(F-3)環境美化活動の推進
(F-3)緑地の保全と緑化の推進※
(F-6)生活基盤の整備※
(F-6)生活に身近な緑の保全と形成

(F-1')地域住民が憩い楽しむ場の提供※

関連計画における対策　　　（対策名の後ろの※は他分類に「再掲あり」を示す）
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（３）  民間団体等の取組  

本計画の策定に先立ち、太田川圏域内で活動している民間団体等を対象として、流域水

循環に関する活動の状況等についてアンケートを実施した。アンケート結果を以下に示す。  

 

１）  活動（事業）の取組状況と今後の取組  

 

  

図 13 活動（事業）分野  図 14 今後取り組みたいと考えている 

活動(事業)分野  

※n はアンケートの回答総数  

  

2

4

1

1

16

12

26

46

5

40

13

3

8

4

4

3

0 20 40 60

未回答

①水質保全

②湧水保全

③地下水保全

④水利用

⑤治水

⑥防災

⑦河川愛護・美化

⑧森林保全

⑨農地・農業用水利施設の保全

⑩生態系保全

⑪水産資源保全

⑫生活支援

⑬文化資源保全

⑭観光振興

⑮その他

n=76
（複数回答可）

回答数

27

7

2

3

8

13

17

17

4

17

9

2

6

3

3

2

0 10 20 30

未回答

①水質保全

②湧水保全

③地下水保全

④水利用

⑤治水

⑥防災

⑦河川愛護・美化

⑧森林保全

⑨農地・農業用水利施設の保全

⑩生態系保全

⑪水産資源保全

⑫生活支援

⑬文化資源保全

⑭観光振興

⑮その他

n=76
（複数回答可）

回答数

 河川愛護・美化、農地・農業用水利施設の保全、防災に取組んでいる団体が多い。

また、今後取り組みたい活動もこれらの項目が多い。 

 水質保全、湧水保全、地下水保全、治水分野に関して、現在は取り組んでいないが

今後取り組みたいと考えている団体が見られる。 
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２）  各団体が課題に感じていること 

 

 
図 15 太田川圏域の水循環に関して課題に感じていること 

※n はアンケートの回答総数  

  

2

12

10

14

2

26

38

9

12

11

14

5

26

24

4

3

0 10 20 30 40

未回答

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

① 上水、農業用水、工業用水の取水制限により、生活や産業に影響が生じてる、又は

今後生じるおそれがあり、適切な水利調整が必要である。

② 大規模な降雨の後に太田川ダムや斜面崩落などによる濁水が発生しており、河川環

境の改善に向けた対策が必要である。

③ 大規模な降雨の後に農業用水などに流入する泥などが増加しており、原因を究明す

る必要がある。

④ 地下水の塩水化が解消されていない地点があり、状況監視が必要である。

⑤ 水道管路の老朽化や地震時等の被災により断水が発生する可能性があり、更新や耐

震化、災害時の代替水源確保などが必要である。

⑥ 気候変動に伴い豪雨が激甚化し水害等が発生しており、被害の最小化が必要である。

⑦ 圏域内で土砂災害が発生しており、土砂災害危険箇所の整備率の向上が必要である。

⑧ 遠州灘海岸において侵食が発生しており、砂浜を保全する対策が必要である。

⑨ 豪雨の際に大量の流草木が発生し、発生状況の把握と連携した対応が必要である。

⑩ 森林所有者による整備が困難なため荒廃した森林があり、多面的機能を持続的に発

揮させる必要がある。

⑪ 希少な動植物が生息する水環境が存在し、保全が必要である。

⑫ 農地の多面的機能を保全する活動が盛んであり、継続した活動支援が必要である。

⑬ 河川愛護・美化等に関する協働活動が盛んであり、継続した活動支援が必要である。

⑭ 水産資源の減少に伴い、漁業経営に影響が生じており、水産資源の回復が必要であ

る。

⑮ 雨水や再生水を利用した施設を増やす支援策が必要である。
n=76

（複数回答可）

回答数

 「温暖化に伴う水害等による被害の最小化」が課題であると感じている団体が最も

多く、次いで「水道管路の更新や耐震化や災害時の代替水源確保」、「農地の多面

的機能を保全する活動への支援」、「河川愛護・美化等の継続した活動支援」を課

題としている団体が多い。 
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３）  計画の理念、目指すべき健全な水循環の姿  

 

 
図 16 太田川圏域流域水循環計画の理念について 

 
図 17 太田川圏域が目指すべき健全な水循環の姿について 

※団体の回答数の違いで偏らないよう、各団体の回答数で按分することで点数化した  

※n はアンケートの回答総数   

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

未回答

①

②

③

④

⑤

太田川圏域流域水循環計画の理念にふさわしいと思うものを１つ
だけ選択してください。

①ふるさとの心を伝える川とふれあい、ともにくらす
（解説）子供たちが川遊びなどによる水とのふれあいを通して環境を学び、豊かな感受性・情緒性や

人格を形成する場となるよう、太田川水系や弁財天川水系の流域に根付いてきた「ふるさ
との心」を継承していく。

②清らかで豊かな流域を守り、育み続ける
（解説）アユやヤマセミに代表される清らかな流れを有し、多様な動植物の良好な生息・生育・繁殖

の場となり多様な動植物が生息している。このような流域の環境を守り、育み続けていく。

③人の生活と豊かな自然が共存する流域を守る
（解説）人が安心して生活できるよう、治水対策を進めたり水源を守る一方で、豊かな自然が共存で

きるよう、バランスを保ちながら流域の環境を守っていく。

④水と自然を守り、地域とともに育む清流と生きる
（解説）圏域の地域住民・関係団体が一体となることで、健全な水循環と自然を守りながら、流域を

流れる清流とともに生きていく。

⑤その他（提案） n=76

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

未回答

①

②

③

④

⑤

⑥

太田川圏域が目指すべき健全な水循環の姿として、最もふさわ
しいと思うものを１つ選択してください。

① 地域の貴重な資源である河川や地下水を将来世代に継承するため、流域
の行政・住民・団体・事業者等が一体となって維持・保全に取組んでい
る。

② 森林や農地・農業水利施設が水量や水質を適切に保ち、水害の抑制や
水の安定供給等に寄与する多面的な機能を有することを地域が認識し、
森林や農地を維持・保全している。

③ 今後さらに激甚化することが想定されている豪雨や、今後頻発する可能
性がある渇水、断水時の水源確保等のリスクに対応できている。

④ 流域の農業、林業、水産業、工業、観光業がバランスよく発展できるよ
う、水質、水量、自然環境、水に関する文化等が適切に保存さている。

⑤ 地域特有の自然環境が維持され、又は回復するよう、流域の開発が適正
に行われ、生態系が適切に保全、再生されている。

⑥ 太田川圏域に根付いてきた「ふるさとの心」を継承できるよう、水文化
が継承され、水に親しみやすい環境が整備されている。 n=76

 理念にふさわしいものとして、「人の生活と豊かな自然が共存する流域を守る」が

最も多く選択された。 

 目指すべき健全な水循環の姿としては、「水量や水質を適切に保ち、水害の抑制や

水の安定供給に資する森林や農地の多面的機能の保全」が最も多く、次いで、「貴

重な資源である河川や地下水を将来世代に継承するために、あらゆる関係者が一

体となって取り組む」ことを目指すべきとする意見が多かった。 
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コラム 

コラム１  【流域総合水管理とは】  

流域治水に加え、水利用及び流域環境の保全等においても、流域全体であらゆる関係

者が協働した取組を行うとともに、流域の特性を踏まえつつ、AI やデジタル技術の積極

的な導入・活用などにより、流域治水、水利用及び流域環境の保全等のそれぞれの取組

の間の調整や相乗効果の発現を図るなど、流域治水、水利用及び流域環境の保全等に

一体的に取り組むことで、「水災害による被害の最小化」、「水の恵みの最大化」、「水でつ

ながる豊かな環境の最大化」を目指すこと。 

 

図① 「流域総合水管理」の考え方（イメージ）  
 

出典：内閣官房水循環政策本部事務局（2024） 「水循環基本計画（令和６年８月）」  

 

コラム２  【水循環に関する国民の意識】  

内閣府では令和６年７月に水循環に関する国民の意識を把握し、今後の施策の参考と

するため、水循環に関する世論調査を実施した。その結果、水とのかかわりのある豊かな

暮らしとはどのようなものだと思うか聞いたところ、「安心して水が飲める暮らし」を挙げ

た者の割合が 86.9％と最も高かった。また、水とかかわりのある豊かな暮らしを将来に

も続けていくために、行政に力を入れて欲しいと思うことはなにか聞いたところ、「洪水・

土砂災害防止施設の整備」を挙げた者の割合が 71.3％、「老朽化や災害による被害を

受けた上下水道の整備」を挙げた者の割合が 70.7％と高かった。 
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コラム３  【静岡県でのプラスチックごみ対策】  

世界では毎年 800 万トンものプラスチックごみが海に流れ込んでいると推計されてい

る。プラスチックは私たちの生活に欠かせない素材だが、自然分解されにくく、小さく砕け

ても長期にわたり海に残存するため、生態系や人の健康への影響が懸念されている。 

静岡県は、約 506ｋｍの海岸線を有しており、豊かな自然や景観に恵まれているが、本

県の海岸でも、ふだんの生活から出たと思われるペットボトルやレジ袋などが大量に見つ

かっている。また、海に捨てられたごみだけでなく、街中などで捨てられたごみも雨や風に

よって排水溝や川に落ちて海へ流れ着き海洋プラスチックごみになっている。 

静岡県では、令和元年から、プラスチックごみ削減のため、従来の３Ｒに本県独自の３Ｒ

を加えて６Ｒとして、プラスチックごみの発生抑制と海洋への流出防止の取組の実践を県

民一人ひとりに呼び掛ける「海洋プラスチックごみ防止６Ｒ県民運動」を進めている。 

 
図②  本県独自の３Ｒ  ＋  従来の３Ｒ  

 

出典：静岡県くらし・環境部環境局廃棄物リサイクル課資料  

 

 
図③ 適正処理されなかったプラスチックごみが海洋に流出するまで 

 

出典：静岡県くらし・環境部環境局廃棄物リサイクル課資料   
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コラム４  【静岡県の有機フッ素化合物（PFOS・PFOA）への対応】  

有機フッ素化合物であるペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS、通称ピーフォス）と

ペルフルオロオクタン酸（PFOA、通称ピーフォア）は、独特の性質（水や油をはじく、熱に

強い、薬品に強い、光を吸収しない等）を持ち、撥水剤、表面処理剤、乳化剤、消火剤、コ

ーティング剤等に用いられてきた化学物質である。近年、環境中での残留性や健康影響

の懸念から、国際的に規制が進み、現在では、製造や輸入等が原則禁止されている。 

PFOS・PFOA は、日本国内で新たに製造等されることは原則ないが、分解されにくい

性質があるため、主に過去様々な形で環境中に排出されたものが公共用水域や地下水等

から検出されている。PFOS・PFOA の人へのばく露は主に経口摂取であると指摘されて

いることから、国では各省庁が連携して、総合的に対策に取り組んでいる。 

環境省は、令和２年に PFOS・PFOA を水環境中（公共用水域及び地下水）の「要監

視項目」に位置付け、「指針値※1」を１リットルあたり 50 ナノグラム（50ng/L、PFOS・

PFOA の合計値）に設定している。 

また、水道水等については、厚生労働省（当時）が、PFOS・PFOA を水質管理目標設

定 項 目 （ 暫 定 目 標 値  50ng/L ※ ２ ） に位 置 付 けた。その後 、令 和 ７ 年 に、環 境 省 は、

PFOS・PFOA を令和８年４月１日から水道水質基準へ引き上げることを決定した。 

※1 令和７年、内閣府食品安全委員会の評価書を踏まえ、PFOS・PFOA の「指針値（暫定） 」が「指針値」

に見直された。  

※２  令和７年、水質基準に関する省令改正を行い、PFOS・ PFOA（合計で 50ng/L）は水質基準に格

上げし、令和８年４月１日から施行となる。  

（出典：ＰＦＡＳハンドブック（令和７年 12 月  環境省）、環境省リーフレット「PFOS・PFOA とは？」 （令和

５年８月  環境省））  

静岡県では、PFOS・PFOA を国土交通省、水質汚濁防止法政令市の静岡市、浜松市、

沼津市、富士市と連携し、県内河川の環境基準点で環境モニタリング調査を実施してお

り、今後も、県民の安全、安心な生活環境の保全を図っていく。 
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コラム５  【静岡県でのバイオマス活用の取組】  

バイオマスとは、生物資源（bio）の量（mass）を示す概念であり、「動植物に由来する

有機物である資源（化石資源を除く。）」であり、大気中の二酸化炭素を増加させない「カ

ーボンニュートラル」と呼ばれる特性を有している。バイオマスは、廃棄物系バイオマス、未

利用バイオマス、資源作物の種類がある。バイオマスを製品やエネルギーとして活用してい

くことは、農山漁村の活性化や地球温暖化の防止、循環型社会の形成といった我が国の

抱える課題の解決に寄与するものであり、その活用の推進を加速化することが強く求めら

れている。 

静岡県は、循環型社会の構築に向け、バイオマスの利活用向上を目指すため、平成 17

年３月に「静岡県バイオマス総合利活用マスタープラン」を策定し、続く平成 24 年３月に

は「静岡県バイオマス活用推進計画」を策定し、取組を推進してきた。静岡県バイオマス活

用推進計画は、令和 12（2030）年度を目標年度としており、目標年度のあるべき姿は

以下のとおりである。 

○各種バイオマスが、原材料やエネルギー等、多段階で利活用されている。 

○家畜排せつ物等に由来する堆肥が、耕畜連携等により利活用されている。 

○生ごみや下水汚泥等、都市部に由来するバイオマス利活用が進んでいる。 

○森林由来のバイオマス利活用により、森林の適切な管理が進んでいる。 

○事業者や県民が自主的・積極的にバイオマス利活用に取り組んでいる。 

 
図④ 静岡県が目指す循環型社会のイメージ 

 

出典：静岡県（2024） 「静岡県バイオマス活用推進計画」  
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